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忍路湾産ホソメコンブの化学成分の季節変化
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of Laminaria religiosa at Oshoro Bay， Hokkaido. Jap. J. Phycol. 30: 134-138. 

The seasonal variation in the contents of ash， total nitrogen， total carbon and calorific 
values in Laminaria religiosa MIYABE from Oshoro Bay， Hokkaido were investigated. 
Ash content in dry fronds was at a maximum (32-40%) in April and at a minimum (ca 
20%) in September， total nitrogen was at a maximum (ca 3%) in March to April and at 
a minimum (ca 0.5%) in July. Total carbon was at a maximum (34%) in October and at 

a minimum (26-29%) in May. The ratio of total carbon to total nitrogen in thalli col・
lected from 0-1.2 meter depth attained a maximum (ca 25) in October and a minimum (ca 
9.5) in March to April and that from 1.2-3.4 meter depth attained a maximum (45-65) 
in July and a minimum (10-14) in April to May. The calorific values were at a maximum 
(3.27-3.43 kcal) in September and at a minimum (2.69-2.81 kcal) in April to May. 
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コンプ属植物の葉状体内成分の季節変化に関しては，

マコンブ Laminariajaponicaとミツイシコンプ L.

angustata (横山・三本管 1970，横山ほか 1980)，ホ

ソメコンブ L.religiosa (福原・黒田 1951，横山・

三本菅 1979，横山ほか 1980)，L. cl oustoni (BLACK 

1948 a)， L. digitata (BLACK 1948 b)， L. saccharina 

(BLACK 1948 c)， L. hyperborea (KAIN 1971参照)， 

L. longicruris (CHAPMAN and CRAIGIE 1977， 1978) 

を用いて， また熱量に関しては L.comμanata， L. 

saccharina， L. setchellii (P AINE and V ADAS 1969)， 

L. digitata， L. longicruris (MANN 1972)を用いて

研究した報告がある。

しかし，藻体内代謝や物質循環に重要な窒素量と炭

素量の季節変化に関してはほとんど調べられていない。

筆者らは今回ホソメコンプの灰分，全窒素量，全炭素

量および熱量の季節変化を調べ， 2， 3の興味ある結

果を得たのでここに報告する。

* BA (Blade Area) =葉長×葉幅

材料と方法

調査は1976年3月 5月 7月， 9月， 10月， 11月

の6回， 1977年4月と 7月の 2回，計8回行った。材

料として用いたホソメコンブは忍路湾の湾ロ部西側

(Fig. 1)の斜面に帯状に設定した4区，即ち a区(水

深+0.5-0m)， b区(0-1.2m)， c区(1.2-2. 3 m)， 

d区 (2.3-3.4m)から坪刈によって採取し 20個体

について葉長，葉幅を測定し BA*を算出した。さら

にそのうちから 5ないし10個体を80・C48時間以上乾

燥した後，灰分，全窒素，全炭素および熱量を測定し

た。しかし， 1976年 3月の a，c， d区と1977年4月の

d区では個体が小さかったため測定を行わなかった。

灰分は LARSEN(1978)の方法により， 400・Cで恒

量になるまで燃焼し測定した。全窒素および全炭素の

測定には YANACO MT-500を，熱量の測定には島

津製作所製，熱研式自動ポンプ熱量計 CA-3pを用い

た。
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Fig. 1. Map of Oshoro Bay， arrow indicates 
location of sampling site. 

結果および考察

1. 灰分の季節変化

乾燥重量および湿重量当りの葉状体灰分の季節変化

を Fig.2に示す。すなわち，水深による灰分の季節

変化の差は少なし湿重量当りの灰分の季節変化では

どの区も同様の値がみられる。また葉状体乾燥重量当

りの灰分では， b， c区においては共に春以後に減少し

9月以後に増加する傾向を示した。福原・黒田(1951)

は，余市産のホソメコンブについて， 1950年の 4月か

ら7月まで毎月の無機成分変化を調査し 4月および

5月には約30%にも高くなるが，以後急速に減少し7

月には約19%になったことを報告している。今回の結

果では，この福原・黒田 (1951)による数値より常に

約10%高いが，春から夏までの変化に関しては傾向が
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Fig. 2. Laminaria religiosa. Seasonal varia-
tion in total ash by means of dry and fresh 
weight at each zone， showing the average values 
of two years (1976-1977); +0.5-0 m(・)， 0-1.2m

(・)， 1.2-2.3 m (口)， 2.3-3.4 m (ム). 

よく一致した。 また， 外国産の種類では L.hyper-

borea (KAIN 1971 参照)， L. cloustoni (BLACK 

1948 a)， L. digitata (BLACK 1948 b)， L. saccharina 

(BLACK 1948 c)で灰分の季節変化が詳細に調べられ

ており，それらの結果によると，いずれも春に極大と

なり秋に極小となっている。今回の結果でも乾燥重量

当りの灰分は， BAの増加量 (Fig.3)が最大であ

る3月から 5月にかけて極大となり，成熟の始まる 9

月に極小となった。 L.hy抑rboreaの乾燥重量当り

の灰分は5月に極大となり 9月に極小となる (KAIN

1971参照)。 この種では 5月に葉面積の増加量が

最大となり (LUNING 1971)， 9月に成熟が始まる

(KAIN 1975) と報告されており， 今回のホソメコン

ブの結果と極めてよく類似している。この様に灰分の

変化は発育段階と共に大きく変化することが推測され

る。

2. 全窒素量と全炭素量の季節変化

Fig.4に見られるように， 業状体の全窒素の含有

量は各区とも 3月と 4月に約 3%のところで最も高い

値となり，以後7月までは減少し b区ではその後12

月までほぼ一定の値を示し c，d区では7月以後増

加しb区とほぼ同水準となった。生育水深による葉状

体内の全窒素量は7月を除き大きな差は認められず，

7月はb，c， d区の順に含有量が減る傾向が認めら

れた。

全炭素量は5月に極小値 (26一28%)となり，その

後は7月まで急速に 7月以後は緩やかに増加して10月

に最大値 (33%)を示した (Fig.4)。

筆者らの全窒素量の季節変化は BLACK(1948 a， b， 
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Fig. 3. Laminaria religiosa. Seasonal varia-
tion in BA事 ateach zone， showing the average 
values of two years (1976-1977) ; + 0.5-0 m (.) ， 
0-1.2m(.>， 1.2-2.3m(口)， 2.3-3.4 m (ム)0 

事 BA (blade Area) =Blade length x Blade 

width 



の差による海水中の無機態窒素量の差は少ないと推察

され，今回の調査の結果で，生育水深により葉状体内

の全窒素量に差が現われたのは海水中の無機態窒素量

だけでなく波浪の影響や光条件に依存しているものと

考えられる。

筆者らの得た全炭素量の季節変化のうち5月以降は

BLACK (1948 a， b， c)， CHAPMAN and CRAIGIE 

(1978)， KAIN (1971参照)，福原・黒田 (1951)，横

山ほか (1980)が調べたコンブ属植物でのマンニトー

ル量およびラミナラン量の変化と良く一致した。西沢

(1977)によれば，マンニトールおよびラミナランは

それぞれ光合成産物，貯蔵性多糖であることから 5

月以後光合成が活発になることが推測された。一方，

アルギン酸もマンニトールおよびラミナラン同様本属

植物には多量に含まれている。 BLACK(1948 a， b， c) 

および KAIN(1971 参照)は多年性のコンブ属植物

を用いて研究した結果，晩冬から春にかけてはマンニ

トールおよびラミナランが減少し，この時期にアルギ

ン酸が極大値をとることを報告している。福原・黒田

(1951)は l年性である本種のアルギン酸量について

4月から 7月まで毎月調べた結果 4月末から 5月末

にかけて急減すると報告している。本試験の結果3月

および4月に全炭素量が多かったのはアルギン酸量に

よる影響が大きいと思われる。

年聞を通じた全炭素量と全窒素量の比率 (C/N)は

Fig. 5のようになる。 ホソメコンブの生育に適した

b区では他の場所に比べ， C/Nは低く 4月以後7
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Fig. 4. Laminaria religiosa. Seasonal varia-

tion in total nitrogen and total carbon contents 

of dry matter at each zone， showing the average 
values of two years (1976-1677); +0.5-0m(.)， 
0-1.2 m(e)， 1.2-2.3 m(口)， 2.3-3.4 m (ム). 
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Fig. 5. Laminaria religiosa. Seasonal varia-

tion in total-C: total-N ratios at each zone， 
showing the average values of two years (1976-

1977) ; +0.5-0 m (・)， 0-1.2 m(e)， 1.2-2.3 m (口)， 
2.3-3.4 m(ム). 

H A 聞A 聞

c) ，福原・黒岡(1951)， KAIN (1971参照)によるコ

ンブ属植物の粗蛋白量の変化とほぼ同一傾向を示した。

7月には生育水深により葉状体内の全窒素量に大きな

差が現われたが，これに類する既往の報告はない。ただ

CHAPMAN and CRAIGIE (1977)はカナダのノパスコ

シア州で水深 6，9， 18mの3個所を選び海水中に溶

存する無機態窒素量とそこに生育する L.longicruris 

の生長や藻体内の窒素量の変化を測定し体内の有機

態窒素量は浅所 (6mおよび9m)の個体では 3月に

極大となり，その後は 9月まで減少するが，深所 (18

m)の個体では季節変化が少ないことを明らかにし，

このことは深所では浅所に比較し海水中の無機態窒素

量がそれほど減少しないことを反映していると推察

しさらに藻体内の硝酸態窒素は7月以後10月までは

ほとんど存在しないことを報告している。また，横山

ほか (1980)は，硝酸態窒素以外の無機態窒素は養殖

ホソメコンブでは検出されなかったことを報告してお

り，また横山・三本菅(1979)は同じ養殖ホソメコン

プで，藻体内の硝酸態窒素は 3月に多く， 6月にほぼ

なくなることを報告している。今回の結果の全窒素量

の7月以後の変化は前述の報告から推測しでほぼ有機

態窒素量の変化と考えられ，浅L、b区で変化が少なく，

深いほど変化が大きかった。忍路湾の湾口部付近の海

水中の無機態窒素量は一般に表層で春に高く (約 10

μM TotaトN)なるほかは全体に低く，また水深によ

る差も少ない(渡辺智視氏私信)。今回の調査地点は

浅く波浪による撹持の影響を大きく受けるため，水深



に極めて高い値を示した。

b区のホソメコンブについて，灰分を無機物とみな

し湿重量当りの有機物と無機物， さらに全窒素量に

6.25を掛けて組蛋白質を求めそれらの季節変化を

Fig.7に示した。 これからも明らかなように，生長

期には粗蛋白質は最高 2.4%に達しまた成熟期には

炭素同化物の量が最も多くなる。これに対して，無機

物量は大きな変化はないが成熟の始まる 9月に減少す

ることがわかった。

したがって今後ホソメコンブの藻体内の全窒素量中

の有機態窒素が占める割合やその季節変化，炭素およ

び窒素同化がどのような条件で促進されるか等の生理

作用を調べる必要があろう。またホソメコンブ以外の

海藻についても全炭素量，全窒素量および熱量を調べ，

湾内における海藻類の生産力を明らかにし植食性動

物への物質循環を知ることが今後の重要な課題である

と考今える。
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熱量の季節変化

乾燥重量当りの熱量 (Fig. 6) は b区で3月に

2.95 kcal， 4月から 5月にかけて極小 (2.69-2.81

kcal)となり，以後増加して 9月に極大 (3.27-3.43

kcal) となった。生育水深による差はあまり見られな

かった。 MANN(1972) はカナダ産コンブ属 3種を用

いて熱量を調べたところ，場所，時期，種についての

差はほとんど認められないと述べている。しかし，本

試験では熱量の季節変化は大きく，成熟の始まる 9月

月まで緩やかに上昇し 7月以後ほぼ一定の値 (21-

25)を示した。一方 c区およびd区では 7月に極め

て高い値となり 9月には減少した。

本稿の御校閲を戴いた北海道大学水産学部綴 烈

助教授に深く感謝するとともに，本研究に際し種々御

便宜を計って下さった北海道立中央水産試験場増殖部

長閏津1rrlill~博士，北海道大学忍路臨海実験所信太和郎

氏に，また水質に関する貴重な知見を御教示下さった
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新 刊紹介 一一南アフリ力産海藻の図譜こ題一一

我国での出版数に比して，外国で出版される海漢の図鑑あるいは検索図譜は少い。とくに着色図鑑についてそ
うである。最近，海藻分布上注目される南アフリカ共和国 (RSA)の海藻濁譜を二種類入手したので紹介する。
1) SEAGRIEF， S.C. 1967. The Seaweeds of the Tsitsikama Coastal National Park. National 

Parks Board of the Republic of South Africa発行。 A5版， 147 pp. 売価表示なし。非売品?
著者自身による肉筆着色図が右ベージに，対応する左ページにはその説明が与えられ，すべての文章ページの

左コラムは英語，右コラムはアフリカーンズ語で記される。各図版にはスケールが添えてある。本書は南アフリ
カ共和国で最初に出版されたこの種のガイドブックだそうである。分布地として記載された地名は地図一葉にま
とめられである。掲載された種は普通に見られるものなので多くなく，緑藻12種，褐藻11，紅藻33，石灰藻8で
ある。石灰藻が別章となっているのは珍しい。俗名も少数であるが索引にあげられている。幾つかの誤った学名
が見られる。 l例は Gelidiumamanzii OKAMであって， これは Gelidiumamansii LAMOUROUXが正しい。
本種の種小名の語源として MANZA，a botanistを挙げているが， これは誤りで， LAMOUROUX によれば M.
de SAINT-AMANSに献名されたものである。命名者名の誤りの由来は推定し難いが岡村 (1934)による本種の
新定義の発表と関係しているかも知れない。南アフリカでは他にも上記の誤った学名を用いた文献 (例えばL.
F. JACKSON 1976) がある， 誤綴の孫引きが重なっているように思われる。掲載図の外形は付着部も含めて良
く描けているが，部分図或いは検鏡図は与えられていなし、。種名の決定されていないものが14もあり，これは全
掲載種の20%を占める。この事実は南アフリカ共和国の海藻分類学が発展中であることを意味するのかも知れな
い。なお著者の所属は BotanyDepartment， Rhodes University， GRAHMSTOWN， R. S. A. 
2) SIMONS， R.H. 1976. Seaweeds of Southern Africa: Guide Lines for Their Study and Identi-

fication. Fish. Bull. S. Afr. 7. 113 pp， B 5. 
凶は線画であるが，検鏡図も多数挿入されている。すべての種は二叉式検索法に従って配列されている。学名

から命名者名が削られているので不便な場合がある。著者はケープタウンの水産研究所で，利用についても記述
している。それによれば，南アフリカで寒天原藻として多量に生育する種は Gracilariaverrucosaで，Gelidium 
は比較的に量が少し、。日本のノリ養殖にも触れている。南アフリカの園芸家や作物栽培者は Eckloniamaxima 
を肥料として用いていると L、う。分布論は具体的で詳しし、。地理的分布の記述で重要なのは，掲載された種のほ
とんどは CapeAgulhasの東または西側のどちらか一方にのみ生育するとの事実である。:この岬は分布の障壁
とはなっていないので，著者はこの極端な分布区分の第一の決定要閣を水温に求めている。つまり南アフリカの
西岸(寒流域)と東岸(暖流域)の聞には明瞭な等温線境界があって，その区別は一年を通じてほとんど変化し
ないことによると考察している。他方 CapeAgulhasと Capeof Good Hopeの間の海域は寒暖両流の混合域
であって，水温は非常に変異するが，総じて Agulhas暖流域よりも低い傾向にあるとL、う。垂直分布論では，
潮間帯の帯状分布(模式図2枚付)及びタイド・プールのそれについて，具体例をあげて述べている。世界にお
ける南アフリカの海藻分布の論議も一項を割いて行っている。なお検索部の後には形態と成長，生活史と生殖，
分類表，術語解説及び分類群の索引があり，文献は53あげられている。世界でも海藻の生育種数の多いことで知
られる我国と南アフリカの海藻の生態学的分布の比較のためには上記2書は手元に置く価値があると考える。

(赤塚伊三武)




